
2016年度 前期 授業評価アンケート結果集計表 京都精華大学

11,819 名

9,331 名

79 ％

項目別回答分布（人数と平均値）

回答平均 形態別平均

Ｑ２．出席状況 4.4 4.4

Ｑ３．問題意識や考え方が深まった 4.2 4.2

Ｑ４．知識や技能が身についた 4.2 4.2

Ｑ５．予習・復習・課題に取り組んだ 4.0 4.0

Ｑ６．授業開始・終了時刻を守った 4.4 4.4

Ｑ７．質問や相談への対応は適切だった 4.4 4.4

Ｑ８．シラバスに沿って行われた 4.3 4.3

Ｑ９．参考資料等の教材が適切に使われた 4.2 4.2

Ｑ１０．双方向性のある授業だった 4.3 4.3

Ｑ１１．難易度は適切であった 4.1 4.1

　　難易度について（Ｑ１１の２・１回答者のみ） 難しい 537 易しい 314

14

3,526 3,739 1,521 324 70 151

4,471 3,452 1,154 184 56

106 25

1,536 177 54 12

4,302 3,589 1,340 64 27 9

4,084 3,468

6

5,000 3,091 1,003 176 49 12

5,217 3,155 822

173 16

4,039 3,839 1,202

3,154 3,435 2,061 492

53

無回答

47 8

1
全く思わない

19

2,613 1,079 287

179

3,857 1,290 175 13443,952

教員

5
強くそう思う

4
そう思う

3
どちらでもない

2
そう思わない

5,297

演習・実習 回収数

科目 演習・実習系科目全体 回収率

授業形態

学部 全回答平均値 4.3 履修者数

科目区分

＜Ｑ２～Ｑ11レーダーチャート＞

0

1

2

3

4

5
Ｑ２．出席状況

Ｑ３．問題意識や考え方が深まった

Ｑ４．知識や技能が身についた

Ｑ５．予習・復習・課題に取り組んだ

Ｑ６．授業開始・終了時刻を守った

Ｑ７．質問や相談への対応は適切だった

Ｑ８．シラバスに沿って行われた

Ｑ９．参考資料等の教材が適切に使われた

Ｑ１０．双方向性のある授業だった

Ｑ１１．難易度は適切であった

演習・実習全体平均 回答平均

Ｑ１．授業の履修動機

1.6%

3.1%

47.8%

1.6%

3.8%

28.4%

6：特になし

5：時間割の都合

4：必修だから

3：人からの勧め

2：教員への関心

1：内容への関心

Ｑ１２．工夫してほしいこと

55.7%

3.3%

3.0%

1.3%

3.7%

6.0%

2.1%

0.9%

1.5%

4.3%

2.3%

4.1%

12：特になし

11：開講曜日・時限

10：教室や施設

9：受講生同士の対話

8：受講生との対話

7：要所での説明

6：情報提供

5：パワーポイント

4：板書

3：配布資料

2：実習材料・工具

1：テキスト・教材


